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調整対象となる乖離額について

【案①】実績接続料収入－予測費用（予測接続料収入）

【案②】実績接続料収入－実績費用

予測費用 予測接続料収入

実績費用 実績接続料収入 調整乖離額

予測していた費用
（収入）は回収可能

予測費用 予測接続料収入

実績費用 実績接続料収入 調整乖離額

予測とは無関係に、
実際に要した費用

を回収可能

１

ＮＴＴ東西においては、実績
原価が予測原価を上回らな
いように効率的な業務運営
を行うインセンティブが働く



乖離額の調整方法について

予測費用（予測接続料収入）
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